
1　事業の概要

①　成果目標（H26)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか

■ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 □ 事業を現行どおり実施

 概算事業費（B（A）+C） 39,143 519,877 528,308 0

目標に対
する成果
の状況

　予定していた工事が完了し、目標を達成した。

概　算
人件費

0.01 0.01 0.01

83 83 83 0

0 0 0 0

39,060 519,794 528,225

0.68 1.5 1.5 達成 －
11,000 124,000 131,000Aの

財源

28,060 402,400 414,317 耐震性能
（評価値）

改修工事
実施中

工事完成 工事完成 達成 －
合計（A) 39,060 526,400 545,317 0

補正予算 -6,332 -38,762 庁舎耐震化
改修工事

Ｈ26 H27
目標当初予算 45,392 565,162 545,317 目標 成果 達成状況

27年度 成果目標の達成状況

予
算
額

前年度繰越
項目

H25末
（実績）

合計 545,317 528,225 0

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

区　　分（単位：千円） 24年度 25年度 26年度

（当初）

１．庁舎耐震化・大規模改修工事 直接
・庁舎の耐震化及び大規模改修工事
・工事に伴う工事監理等の業務委託

545,317 528,225 0

○　松本警察署庁舎の耐震化及び大規模改修工事を実施（２ヶ年事業の最終年度）
　　・災害拠点施設として必要な耐震性能（評価値）１．５を確保
　　・施設と設備の機能回復と災害対策強化

成果目標・
事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H26事業実績
H26 H27

（当初） （決算）

目指す姿

○　松本警察署庁舎は耐震性能が低いため、耐震改修により災害拠点施設としての機能を強化するとともに、来訪する県民の安全の確
　保を図る。
○　建物や設備の老朽化が著しいことから、大規模な改修を実施し、社会変化に対応した地域の安全・安心の拠点を目指すとともに、既
　存施設の長寿命化による有効活用を図る。

現状
（予算編成

時）

○　平成１８年度に実施した耐震診断で本館の評価値は０．６８と低く、災害拠点施設としての機能と安全が確保できない。
○　昭和５５年１２月建築から３２年が経過し、外壁、内装、電気・機械設備などの劣化が進行している。

県が関与
する理由

県でなければ実施不可（法令等義務）
【左記の説明、根拠法令等】

警察法、警察法施行令
県有施設耐震化整備プログラム、長野県耐震改修促進計画県民との協働による実施： 実施は困難

１　犯罪のない安全な社会づくり 実施期間 H23 ～ H26

課・室 会計課

総合５か年
計画

プロジェクト  E-mail police-kaikei@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開
４－２　県民生活の安全確保

事業番号 15 01 08 事業改善シート （26年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 松本警察署耐震化・大規模改修事業 担
当
課

部局 警察本部


